
災害廃棄物処理計画策定の
必要性について

資料４
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災害廃棄物処理計画とは

平時において地方公共団体が廃棄物処理
法及び災害対策基本法に基づき策定する

計画であり、災害廃棄物を適正かつ
円滑・迅速に処理するために必要な
事項を整理したもの。

災害廃棄物処理計画

災害廃棄物処理に係る防災体制に関する
各種法令・計画の位置付け

出典：環境省災害廃棄物対策指針（平成 30 年 3 月）p.1-4

具体的には、
・災害廃棄物の仮置場の設置、運営管理方法
・生活ごみや避難ごみ、仮設トイレのし尿等
を含めた処理体制
・周辺の地方公共団体との連携・協力事項や
受援体制
等について示す。

※北海道ブロック⾏動計画は今年度改
定予定
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災害廃棄物処理計画とは

災害廃棄物処理計画及び実行計画の位置付け
出典：環境省災害廃棄物対策指針（平成 30 年 3 月）p.1-7

発災後、地方公共団体が策定する

計画であり、具体的な内容を示し
たもの。

災害廃棄物処理計画

災害廃棄物処理実⾏計画

・地方公共団体の役割分担
・処理の基本方針
・発生量
・処理体制
・処理スケジュール
・処理方法
・処理フロー 等

平時に作成し、適宜見直し

災害廃棄物対策指針の概要
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出典：環境省HP（http://kouikishori.env.go.jp/guidance/download/）



災害廃棄物対策指針の構成

5出典：環境省HP（http://kouikishori.env.go.jp/guidance/download/）

近年の被災状況をふまえ、
適宜⾒直し・改定
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北海道版ワークシートについて

北海道地方環境事務所HP

出典：北海道地方環境事務所HP（https://hokkaido.env.go.jp/recycle/new.html）
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北海道版ワークシートについて

 市町村が特に検討しなければ
ならない箇所を明示

 北海道災害廃棄物処理計画
との整合

 振興局との連携

 北海道特有の事項を記載

 必要事項を記入すれば計画
素案が完成する仕様

 市町村で災害廃棄物処理計
画を策定する際の参考とし、
地域の実情などを十分に反映
した計画とする
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北海道版ワークシートの目次構成
・目次の赤文字の部分が特に加筆・修正が必要な項目となっている。

・対象とする災害
・地域特性と災害廃棄物処理
・市町村災害対策本部
・災害廃棄物対策の担当組織
・国、道、都府県等との連絡
・市町村等、道及び国の協⼒・⽀援
・⺠間事業者団体等との連携
・⼀般廃棄物処理施設の現状
・仮設トイレ等し尿処理
・発⽣量
・処理可能量
・処理フロー
・収集運搬
・仮置場
・最終処分



北海道版ワークシートを作成のための計算エクセル

■入力用シート

：入力セル

：原単位等

：計算結果

数量 単位
総人口 4,483 人
総世帯数 2,100 世帯
水洗化人口 2,506 人
汲取人口 1,977 人
1人1日当たりのごみ総排出量 1,122 g/人･日
避難者数 3,600 人
断水世帯数 1,000 世帯

種
類
地震１，地震＋津波２，水害３、
土砂災害４

2

全壊棟数 1,852 棟
半壊棟数 583 棟
一部損壊 0 棟
床上浸水 117 世帯
床下浸水 41 世帯
焼失:木造 0 棟
焼失:非木造 0 棟
非住家全壊 0 棟
非住家半壊 0 棟

津波浸水面積 17,404,400 m2

施設名称 えりも町清掃ｾﾝﾀｰ
処理方式 単独
施設供用開始年度 1996 年度
処理能力 10 t/日
実積年度 2020 年度
年間処理量（実績） 1,148 t/年度
年間最大稼働日数 164 日/年

自市町村分年間処理量（実
績）

t/年度

焼
却
施
設

「単独」か「共同」（組合、委託など）のいずれか記載

想定被害

家
屋
災
害
等

被害想定もしくは地域防災計画から転記する
浸水深3.0ｍ以上全壊
浸水深1.5～３ｍ半壊
浸水深0.5～1.5ｍ床上浸水
浸水深0.5ｍ未満床下浸水
※非住家の被災棟数がわかり、全壊半壊が不明のとき
は次により計算する。
非住家全壊＝非住家被災棟数×住家全壊/（住家全
壊+住家半壊）
非住家半壊＝非住家被災棟数×住家半壊/（住家全
壊+住家半壊）

定期的な補修点検日数を除いて可能な最大日数

自治体の総世帯数
自治体の総人口

備考項目

自
治
体
基

礎
情
報

算定対象とする災害
自治体名

想定する災害により１～４を選択する。
※複数種類の災害を想定しているときは、このｴｸｾﾙを
複写して種類ごとに計算する

複数自治体で施設を運営している場合等は、自市町村
のみの実積年度の年間処理実績を記載
単独自治体で運営している場合は入力しない

実積年度の施設全体の実積を使用

公表されている処理能力（パンフレット記載値等）。複数
施設の供用開始年度

焼却施設の概要を記載する

下欄の年間処理量（実績）の年度

日本海溝千島海溝地震
えりも町

発災直後の断水世帯数
最大避難者数
各自治体のごみ収集実績から設定する。
汲取便槽使用人口
平常時に水洗トイレを使用する住民数

⻩⾊のセルを⼊⼒することで、想
定する災害における計画に必要
な数値を算出できる
・し尿、仮設トイレ、避難所ごみ
・災害廃棄物発⽣量
・仮置場必要面積
・廃棄物処理施設の処理可能量
・処理フロー
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 ワークシートの使い方や補足
説明等を記載

北海道版ワークシートの解説
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ワークシート簡易版

 熊本県西原村（熊本地震で被
災）の計画を参考に作成

 早急に仮置場を設置し、分別
搬入してもらうため、項目を
絞ったもの（計15ページ）

 当初はこのワークシートで処理
計画を作成し、徐々に実効性
を向上するためのベースとして
活用することを想定

※発災時の災害廃棄物の処理を
滞りなく進めるためには、この計画
だけでは不足

・災害廃棄物処理計画策定済の自治体でも災害初動期において混乱
・「災害廃棄物対策に関する行政評価・監視（勧告）」（総務省） 等
⇒全国自治体で災害廃棄物処理計画の策定・見直しが行われ、その実効性
が向上するよう、「災害廃棄物処理計画策定・点検ガイド」（20頁程度）
を作成

出典：第２回 令和４年度災害廃棄物対策推進検討会資料2-2

災害廃棄物処理計画策定・点検ガイドライン（令和５年４月）
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・中小規模自治体では、処理計画の作成が低迷
・処理計画策定済みの自治体では、平時・災害時での活用や引継ぎに課題あり
⇒処理計画未策定の中小規模自治体へのアプローチとして、災害廃棄物処理計
画に最低限必要な項目を整理（環境省本省のWG）

（主な用途）
・災害廃棄物処理
計画を策定できて
いない自治体が処
理計画を策定する
一歩として
・計画を策定して
いる自治体にとっ
ては災害廃棄物処
理計画の引継ぎ資
料として

出典：第２回 令和４年度
災害廃棄物対策推進検討会
資料2-2

中小規模自治体向けの「災害廃棄物処理体制と業務」（リーフレット）

13 14出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・災害廃棄物発生量
・仮置場必要面積
・仮置場候補地

15出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・住民広報
（・災害報告書）

16出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・仮置場の選定条件
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出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・仮置場の庁内調整
・民間との協定

18出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・仮置場の分別区分、
住民広報等
・協定等

19出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・仮置場候補地
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出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・仮置場候補地、レ
イアウト等



21
出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・処理困難物の対
応
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出典：災害廃棄物対策グッドプラクティス集（令和５年３月）環境省

・仮置場候補地
・民間との協定
災害時の対応協議
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・民間との協定
平時の関係構築
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出典：第２回 令和元年度災害廃棄物対策推進検討会 資料２

・仮置場レイアウト
・民間との協定
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出典：第２回 令和元年度災害廃棄物対策推進検討会 資料２

・仮置場候補地
・民間との協定
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出典：第２回 令和元年度災害廃棄物対策推進検討会 資料２

27
出典：第２回 令和元年度災害廃棄物対策推進検討会 資料２
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熊本地震 益城町の事例

仮置場を一時閉鎖して、
混合廃棄物を全て搬出する
必要が生じた。

仮置場開設初期の状況



①可燃混合 ①可燃混合（近景）

③廃タイヤ

②廃家電・金属くず ③廃畳

③布団

 仮置場内に動線がない

 混合状態に山積み状態

 分別の立て看板がない

 場内の簡易分別ができない

 中央部の状況が確認できず、

 火災等の安全管理もできない。

令和元年東日本台風の事例 【仮置場】

✕
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②金属くず ③木くず

⑤可燃廃棄物 ⑪廃畳

入口

出口

敷き鉄板

搬入された災害廃棄物は、ドローン等
により堆積を計測し、種類毎に見掛け
比重を乗じて、重量を算出する。

 仮置場内に動線はある

 分別された状態で集積

 分別の立て看板がある

令和元年東日本台風の事例 【仮置場】

○
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